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リトアニア原子力発電所
建設契約への取り組み1

2011年7月，リトアニア共和国が計画するビ
サギナス原子力発電所建設プロジェクトのSI

（Strategic Investor）に日立製作所が選ばれ，正式
受注に向けた優先交渉権を獲得した。
ビサギナス原子力発電所向けに，福島第一原子
力発電所での対策を反映してさらに安全性を高め
た1,350 MWe級のABWR（Advanced Boiling Wa-

ter Reactor）を提案した。その後，建設予定地の
地盤や外部環境などの設計条件，許認可当局も含
めた許認可プロセスの確認と調整，所掌区分やス
ケジュールなど，プロジェクトの基本条件に係わ
る技術的な調整をリトアニア電力会社（Visagino 

Atomine Elektrine）とともに実施し，2011年12

月に完了している。
リトアニア・エネルギー省と日立製作所は，

2012年3月に CA（Concession Agreement：事業
権付与）契約に基本合意し，同年6月にはCAを
含むプロジェクト関連諸法案がリトアニア国会に
おいて賛成多数で可決され，同法案にリトアニア
大統領が署名した。また，それに先立ち，ユーラ
トム条約（欧州原子力共同体を設立する条約）に
基づくリトアニアによる欧州委員会への申請に対
して，このプロジェクトを支持する旨の意見表明

が同委員会から出されるなど，プロジェクト推進
に関する環境が整ってきている。
　2012年10月に実施された総選挙および国民投
票を踏まえて，リトアニア政府が2013年5月まで
にエネルギー政策を策定する予定となっている。
引き続き，リトアニア電力会社，地域パートナー
およびSIである日立製作所がこのプロジェクトの
進め方について協議を進めていく予定である。
（日立GEニュークリア・エナジー株式会社）

シンチレーションファイバを用いた
線量当量率測定装置「D-phod」2

東日本大震災からの復興に向けて進められてい
る除染作業では，除染による環境改善を確認する
ため，空間線量率が測定されている。従来のサー
ベイメータによる空間線量率測定は点測定であ
り，広範囲の測定には膨大な時間を要するほか，
いわゆるホットスポットを見逃す可能性があった。
シンチレーションファイバを用いた線量当量率
測定装置「D-phod」は，最大20 m長さの空間線
量率の平均を数秒で，また，10 cmごとの空間線
量率を数分で測定できる。ファイバに沿った線上
の範囲を網羅的かつ正確に測定でき，ホットス
ポットの的確な検知や水中での測定が可能である。
（日立GEニュークリア・エナジー株式会社）

Nuclear Power

原子力
2011年3月11日の東日本大震災に続いて発生した福島第一原子力発電所事故からの復旧・復興は，
長期にわたる対応が必要な原子力産業界の最優先事項であり，日立グループは関連諸機関と共に積極的に協力していく。
現在，安全性を高めた先進沸騰水型原子力発電所の建設や，
汚染された環境の修復に有効な効率的な放射線計測技術の開発などに取り組んでいる。
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注 ： 略語説明　GPS（Global Positioning System）
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